
平成１９年度 青森県営浅虫水族館の管理運営状況 

 

県所管課 商工労働部観光局 観光企画課 

指定管理者 青森水族館管理株式会社 

 代表者 阿部 恵一 

指定期間 平成１８年４月１日～平成２１年３月３１日 

 

１ 管理業務の実施状況 

業務区分 概   要 

展示生物の飼育・展示 特徴ある常設展示と話題性のある特別企画展示を実施した他、海獣館

ではラッコ等各動物の食事風景も公開した。 

イルカショーの実施 2 年毎のショープログラムの変更と季節毎の特別バージョンを交えて

感動とお客様との交流を重視したショーを実施した。 

企画・広報・営業活動 ほぼ毎月催事を実施できるようイベントを企画し、各マスメディアを

利用しての広報や営業活動に努めた。 

売店運営 利用者のニーズを把握しサービスの向上と効率的運営に努めた。 

施設・設備の維持管理  年次計画による計画的な維持管理と日常的な保守作業により安定的な

施設運営ができるように努めた。 

 

２ 管理施設の利用状況 

利用指標 年 度 計 画 実 績 計画対比 前年度対比 

施設利用者数 

Ｈ１７  327,204人 （指定前の実績） 

Ｈ１８ 349,000人 340,800人 97.7％ 104.2％ 

Ｈ１９ 349,000人 330,937人 94.8％ 97.1％ 

Ｈ２０ 349,000人    

利用料金収入等 

Ｈ１７  292,974千円 （指定前の実績） 

Ｈ１８ 322,900千円 320,678千円 99.3％ 109.5％ 

Ｈ１９ 322,900千円 319,336千円 98.9％ 99.6％ 

Ｈ２０ 322,900千円    

【増減理由】 

利用者数はほぼ横ばいである。対目標に関しては、料金値下げ後の入館者数の最も好調な時期の

入館者数の平均値を使用したため、目標達成は叶わなかったが、売店収入等で売上を伸ばしたこと

と経費節減に努めたことにより、収支ではプラスの結果となっている。 

 

 



３ 評価結果 

評価項目 指定管理

者自己評

価 

県所管課 

評価 コメント 

①サービスの維持・向上に

向けた取組みが適切に行

われているか。 

Ａ Ａ 

館内表示、休憩所、売店等館内の環境整備

を図り利用者の利便性の向上に努めるとと

もに、展示・裏方等の案内解説や勉強会の開

催、中高生の職場体験、インターシップの受

入など社会教育施設としての機能発揮に努

めている。 

 

②利用促進に向けた取組み

が適切に行われているか。 

 
Ｂ Ｂ 

季節毎にイベントを開催し、県内をはじめ

東北各県、北海道まで広く広報を実施してお

り、今後ともリピーターの確保に努めて欲し

い。 

③施設、設備及び備品の維

持管理及び修繕が適切に

行われているか。 
Ｂ Ｂ 

大規模修繕・建設改良を行う県と連携し、

小規模修繕、保守管理が適切に行われてい

る。 

④緊急時の対応・安全管理

などの危機管理が適切に

行われているか。 
Ｂ Ｂ 

事故発生時の連絡系統、通報・避難・消火

を基本とした消防訓練の実施、医療休憩室の

整備が行われている。 

⑤指定管理料が適正に執行

されているか。 
Ａ Ａ 

毎月の定期報告書、四半期毎の経理状況報

告、収支決算により執行を確認している。 

⑥成果目標達成のための努

力が行われ、成果が上がっ

ているか 
Ａ Ｂ 

施設利用者数、利用料金収入確保に努め、

制度導入前年に比べ成果が上がっているが、

目標達成のため更なる努力をお願いしたい。 

⑦個人情報の保護に対する

体制の構築・取組みを行

っているか 
Ｂ Ｂ 

管理運営に伴い取得した個人情報等につ

いては、青森県個人情報保護条例等により適

正に運営できるよう情報管理者を定め、情報

保護教育の実施等に努めている。 

総合評価 Ｂ Ｂ 

適正な管理運営が行われており、今後とも

成果目標達成に努めてもらいたい。 

○評価基準 

Ａ（優）：適正であり、優れた実績をあげている 

Ｂ（良）：適正である 

Ｃ（可）：概ね適正であるが、一部改善を要する 

Ｄ（不可）：改善や更なる取組が必要 

 


